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が礫衛する傾向が蕩鵡。覧・翻愛とに関し宅は，、

驚灘繍繋臨，竃少な乏幼

撰胚鍵麟瞬嘩鯵繍近も頻確立硯微
細鋤的な鋤糀禰顯能筋ざまし》1奪達がみら

獺郷期吸ξ：遡搬鰯．騨鞍郊子類の
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円滑な発逮を保証す、るf二どにも『つながろてくるわげ であ
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その結果をみると，、、母親逮の子どもに対する配慮は，、1←

応は適切なものがなされているといえる6でおも ぢゃiを買…
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高橋他：母親の養育態度にみら施る問題ど指導について

ついての配慮に比ベガト安全性にうい《の配慮がやや少な
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により 自閉症児を発見、し，㌧県の精神衛生ゼソタ婿⑳セラ

．層壌ト、と協力；して指導にあた．ケたゲースについズ報告が
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、1、3） 指導の実際乏間題点》二話＝．6鈴’き．11：ドi1－∵．く．
．、

、育児態度に問題をも’っ親の指導の実際乏問題点につい

1頂は，“前記の保健婦かちの面接調査結果以外にジ母子愛

育会の母子衛生従癖者研修会に出席した各地の保健婦か

・らの報告を加え‘翌その実態を報告すると共にそこにおけ

，る問題を明ら．かにす（「るざ 撃♪ ∵、！

ピ1）1指導の方法∫1、【、感眞1：汽、・…．、1

　育児態度に問題を1もわた母親の指導は1 ：いろいろな方

法頂なLされ＝て．玲るが，隔主と して保健婦によ1る指導ば大別

すると次め3つに分げられ！るざ転t｝1冠、∫義　e　l紅

　①健診時における指導雄 弧㌧λ・』二：∫ 園1二1〆・

乱曾注曝健所内Kおサ多指導自　　ン、∫：・人弦

③ 察庭訪問　　べ
∵

マコ　　　　　ノひピノ　　　い　　　　　ナ ゐド　　　ヒさ　　　　　ノ　く　　　　プ

　この他に他の医療，福祉機関などとの協力による指導

翻れ黛い鯛麟藤r舞幽⑳大哲
　　　　　　　　　　　　　　マ
1禰9麟時1玉雛岬即騨も・漣域瀞大き凶
健診の規模，担当者の親識構成などによって， 診断や指

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ導の内容も非常な連いがみられ凱∴怯二、二’演・・ i
湘拙総擁婦み禰塵範轡膨拠
ている所と，児童相談所や家庭児童相談室の心理判定員

・や相談貫の参加を求め、て11問題ゲ」入の処理にあ1た昏て

いる所があり，問題のスクリーニングの方法も； 一受診前

質問紙の結果を基にしてスクリ弓嘉γグしている所1と，

F健診の場での問診を中心に；して，llその場でス〔グリ7∈ごソ

グ している⊃所があ為5健診の場で問題が発見された時

1も， 心理相談の専門家の手に渡、し応いる所どlll保健婦が

その場で自分自身の手で指導を行う《眠る祈があるし∋1・

健診の場ではその発見のみに止め，冨再来さぜ弘本格的な

指導を所内で行った り，』 児相べ送：づ、た吹レている所1も［あ

1るる1づ恭、 　 　、・』 ：三．＝11、㌧㌧1・’． tンヘ1・尤魚1き二

1、、②の所内にお廿る指導には㌶個人を対象に1じた1．顧め

ことi・集団を対象に二したも！のがある。 ン員暖♪』1賊黛 （紅慌

』福井県の農村部の c保健所瑚合は保健吻二臨醐
放 し，・ 集団℃T‘40雪50名の間題の子どもrの母親を対象に

した母親教室を開き5レ子、どコもの問題を理解さ⊃ぜよ’うと二す

・る試み．がなされてお窮保健婦が子ども1の保育ぎで行ら

ている5 、また』同1じ福井県の場合で も，．都市部ではヨ∫｝身

体虚弱児の母親を対象にヒした幼児健康教室や嘉自閉症児

の親を対象斎 懲讐鞭熱懲糠轡1、下い
る所もある。

　③の家庭訪間の方法はlil未受診者を対象にL 、し㍉憲なさ

盈，．そ．の中で問題が発見さ れ）ヤ指導が開始：され1る瀕→爆

磁ある！ しl　l健診の後で追跡指導する必要があち』て訪間ボ

行われている．場合があるが，餐この場合は1こ、謄と・んどが保

健婦の手によって指導が行われているぢ毒寮管4・彰 ｛謡

　以上の知≦，育児態度に問題名も1う’だ母親1に；対〔して

は，各種の方法により働きかけがデ藤颪れにチし憩め‘ 健

診の場だけの指導で解決が可能なケ貸第が非常に限られ

∫て鳩る道二とに＝つ’いて・は，f，各保健婦め意見は←・致しズお

一1り：新ぐり返、し来駈ざせズの指導や｝家庭訪問など郭＝きめ

の細かな長期にわたる指導．を，・ぜひとも活発に行いたい

とい うのが，』彼女等全員の希望である。・』 1』．・
iL一 1

　 2）指導を行う上での問題点、 ll－1，洋』「i 、シ ゴ：11 ，：・
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商橋他：母親め養育態度にみ∫ら れる問題’と指潮について

　、育児態度に問題をもつ母親め指導を行う上での問題点

にりいてはl　r その実施体制挿内容に， 各地域により大1き

な違い恭あるので，一律に論七る．こ とほ難しゼカギ多．ぐ

の保鰯臆見を総骸鮎塑卯くに塗る・

　①指導体制　　
’

　問題をもつ母親め指導を行う、上で， ＝まず問題になるの

が，指導体制の不完全さだと那う6』という’ごどは1』il1歳

6ケ月：児健診の場合1 1乳児や’3歳児め健診ど異なり，発

足して 日が浅いため，どのような問題が存在するが予測

が困難であったため，指導体制め確立が遅れでしまった

どレ1朽のむ←づの理由である。育児態度に関した聞題に

はどのよ1うな種類のものが多いかということにういての

実態把握がまずなされ，それに基レ、て担当する入問の構

成配雌が考えられねばならなし㍉わけだあるが碁現在の段

階では，そうした状況把握が不完全のままに発足したた

めに， 整備が遅れてじまづた・とい うめが大半の地域の爽

状である。健診スタッフの梅成の重要性については，松

崎5，の研究報告でも強調されて“る。

　さらに，1歳6ケ月児健診の意図するところのものが

正しく理解されていなかったことが体制を確立するため

の障害になっていたことも否めない。何故この時点で健

診を行わねばならないか，ということについて，いまだ

に疑問をもつ人々が多いことから考えても，その意義な

り目的なりを徹底させることこそ急務であろう。

　②指導技術
　母親の育児態度の改善をはかるためには，やはり担当

者の相談技術の向上も当然のことながら必要である。心

・理診断，社会診断に関した知識技術なども，ぜひ必要で

あるにもかかわらず，残念ながら現在までの保健医療従

蛮者は，そうした教育を受けておらず， 無知に等しい状

態のケースが少なくないのが現状である。

　特に家庭環境に関した診断技術は，そのものが直接母

親の育児態度に影響を与えるものであることを考える

　と，最も必要なものであるといえるし，診断の手引きの

ようなものもつくられることが望まれている。単に経験

に頼った指導にセま，限界があると同時セこ，誤った指導が

行われがちなのは当然である。

　③　健診の場の環境条件

　このことは他の年齢段階における健診においても常に

間題になるものであるが， 1歳6ケ児健診の場合には子

　どもの状態が，他の年齢段階の場合より，さらに多くの

配慮を要するので，菰故防止や子どもが健診に集中でき

　るような環擁の整備がぜひ必要である。しかし地域によ

　っては，一回の健診に200名ものケースを受診させねば

ならない所もあり，騒音がはげしく，母親への対応も落

曽いた雰囲気の中そなされるこ乏は本可能に近恥状態た

嶺霧惣騨鱒燃轡蓼琴騨
宝特に相談指導は∫ 二周囲の騒音友）中そほし・互蘇忙そめも

　のに集中するごとはで’きず∫1問題発見め機、きえも逸する

ことにもなるので願の鞭と頃輯峯騨堺題
　である。保健所の中には，子どもの邊減室濠り，コーナ

　」を設けド 子1どもめ行動観察を実施しながら母親ぺめ助

　書を行っている1ところ然あるが1』 許されればダそち七た

　環境の中での指導ほ商題発見にも訴母親め問題意識向上

　のためにも， 1非常に効果的オあるめで，・1ぜひども他ぞも

　笑現させたい1ものであるび㌧㌧1凱髪’冨〕；㌔』』’1 r』』’1・』

　G④　家族べめ働きが㊨づ．1 1☆∫ド’三禎 』∴1 汎＝

　二間題をもう母親の場合5トその背後にほ必ず家族とめ関

　係における間題がある安寮スがは とんどなのでレ家族治

　療的な活動が，・保健指導活動の中にもぜひ必要であ一る3

　しがし現在の健診め場委はいながなが家族入の働営かけ

　までほ手が届がないのが現状廼あ～るし母親と祖母との関

係の調整など，。特に短期間め指導でド働果があがるもめ

　ではな：く、1・・家庭訪問を含あ矯ヲよ’りてきめ め細かな，』 い

　接触が必要であり，そのための指轟体制の整備も大いに

　またれる。父親が，間題をもつ場合も多いが，この場合

　も，父親との接触を計ることが極めて困難なケースが大

、半である。しかし夜間の家庭訪問でも実施しない限り，

　父親に会うことすらできない状態では，やはり，他機関

　の協力をまつ以外に，効果的な治療活動を行うことは不

　可能といえる。祖父母や父親を対象にした育児教室を開

　いている地域もあるが◎問題をもつケースの場合は，ま

　ずそうした会への出席を期待することはできないという

　矛盾もあり，この家族への働きかけの方法も，残された

　大きな課題といえる。このことについては，村田の5レ調

　査報告にも述べられている。

　　⑥　他機関との協力

　　先述した如く，問題をもつ母親の指導を行うについて

　は，保健婦を中心にした健診スタッフが主力にならなけ

　ればならぬのは当然であるが，問題の性質やケースの側

　の条件によっては，他の医療，福祉，教育機関などの人

釦々との協力が必要である。しかし現在健診の事後指導に

　協力してくれている機関は決して多くはないし，保健婦

　の側もそうした地域の側の医療，福祉資源の活用につい

　て，必ずしも十分な知識をもっていない。現在は個人の

　力による，個人を対象にした治療より， 家族を単位とし

　た家族治療や，地域社会を単位にしたコミ昌ニティケヤ

　ーの時代であり，健診の場での問題ケースも，当然そう

　した治療の対象とならねばならぬはずである。従って，
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ンF 本総合愛育研究所紀要、r』i．郷6集二

今後健診活嘩鮎に発展強化縦よ・うとする妨聯
穣極的婚地域の曄療，1福祉ザ』教育機関との協力を強化も』

徹底した指導を饗うごとがぜひ望まれる。．特に地域担当

の児壷相談所や福祉事務所のヶサス易訂力鯖やや理判定

員なぎとの協力を強力に行う必要があろう6ト訴…・、｝、l　lぐ
レ

』』瑚撫』鮎』 ∵罪芸、，1謡賑』。

霊以滋述皆た麹く乙・、111歳βヶ月児健診の揚における母親

の養育態度に関 した問題の指導には，＝現在廼は，、． まだま

だ灸くの閥題力残されてお伽必ず・髄全ての伽 冬の

問題頓対して適切な指導が行われ護い・盗とは言恥難い。、

　しカ、し・職砂月児健診を実施する大きな目的の受

つに，親の養育態度を望ましい方向に指導．し1歪子どもの

心身の健全な発育邦発達を計る誉まが南ザちれてy｝ると

’煮か、ら考えご1も5』・指導内容の充実強化ンとめ1う‘とが弼指

導体制の雌立と共に1ぜひ急がれね嬢ならねわけ超あ．る。

そして1 、母子共に健康な，・望ま㍉しい状態の下での生活が

淳受でぎるよ1うに努力するンこ≧はド 、保健活動に従礁する

ものの義務で弟ある・媛．r貰任と焼えよ、う。，ユ歳も女月児

の競階矯母子関係の改善を計る諄≧｝む』 3歳児期や』4歳
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